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花粉症　～免疫異常と自律神経～
　

今
春
の
花
粉
飛
散
量
は
昨
年
を

上
回
り
、
10
年
平
均
で
は
過
去
の

10
年
と
比
べ
約
2.5
倍
と
な
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。
近
年
で
は
、
4
人

に
1
人
は
花
粉
症
と
い
わ
れ
、
増

加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

現
代
社
会
で
は
な
ぜ
花
粉
症
が
増

え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

花
粉
症
は
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚

炎
や
ぜ
ん
そ
く
な
ど
と
同
じ

﹁
Ⅰ
型
ア
レ
ル
ギ
ー
﹂
の

一
種
で
す
。
カ
ラ
ダ
に

入
り
込
ん
だ
異
物
を
撃

退
す
る
防
御
反
応
が

過
剰
な
時
に
お
こ
る

反
応
で
す
。
原
因
物

質
で
あ
る
花
粉
に
対

し
て
、
体
内
の
免
疫

物
質
で
あ
る
﹁
抗
体
﹂

が
反
応
し
て
起
こ
る
ア

レ
ル
ギ
ー
反
応
で
す
。

花
粉
症
の
対
策

　

花
粉
症
へ
の
対
策
は
、
対
処
療

法
と
根
治
療
法
が
あ
り
ま
す
。
症

状
に
対
し
て
対
処
す
る
方
法
と
し

て
は
、

・
花
粉
の
体
内
へ
の
侵
入
を
防
ぐ
・

ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
抑
え
る
薬
を

飲
む
︵�

抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
剤
・
ス
テ

ロ
イ
ド
︶・�

諸
症
状
に
対
す
る
薬
を

飲
む
︵
痒
み
、
く
し
ゃ
み
、
涙
な

ど
︶・
手
術
︵
主
に
鼻
の
症
状
に
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石垣島にいってきました石垣島にいってきました石垣島にいってきました

対
し
て
︶

　

以
上
の
方
法
は
、
い
ず
れ
も
ア

レ
ル
ギ
ー
反
応
に
対
し
て
行
う
対

処
法
で
あ
り
、
花
粉
が
世
の
中
か

ら
無
く
な
ら
な
い
限
り
、
生
涯
に

渡
っ
て
行
う
必
要
が
あ
る
よ
う
で

す
。

ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
の
本
質

　

ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
の
本
質
は
体

質
と
生
活
習
慣
に
あ
る
と

考
え
ま
す
。
生
ま
れ
持
っ

て
副
交
感
神
経
優
位
な

体
質
の
人
や
運
動
不
足
、

怠
情
な
生
活
、
肥
満
、

排
気
ガ
ス
の
吸
入
、
食

品
添
加
物
な
ど
に
よ
り

副
交
感
神
経
優
位
に

な
っ
た
人
が
過
剰
な
抗

原
や
交
感
神
経
刺
激
︵
ス

ト
レ
ス
︶
に
さ
ら
さ
れ

る
と
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応

を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
つ
ま
り
、

副
交
感
神
経
優
位
の
状
態
か
ら
交

感
神
経
優
位
ま
で
の
振
り
幅
の
大

き
さ
が
免
疫
反
応
の
異
常
を
引
き

起
こ
し
、
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
と

な
っ
て
現
れ
る
の
で
す
。

ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
改
善

　

鼻
水
、
涙
、
く
し
ゃ
み
な
ど
、

花
粉
症
で
お
こ
る
症
状
は
体
内
に

入
っ
た
異
物
を
体
外
に
排
出
し
よ

う
と
す
る
治
癒
反
応
で
す
。
こ
れ
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こ
れ
ら
の
反
応
を
止
め
よ
う
と
す

る
事
は
、
異
物
の
体
外
へ
の
排
泄

行
動
を
止
め
る
こ
と
で
あ
り
、
カ

ラ
ダ
に
と
っ
て
は
ス
ト
レ
ス
と
な

り
逆
効
果
で
す
。
根
本
的
な
改
善

方
法
は
、①
副
交
感
神
経
優
位
の
体

質
を
改
善
す
る
方
法
と
し
て
、

・
運
動
不
足
の
改
善
・
生
活
に
め
り

は
り
を
つ
け
る
・
大
気
汚
染
物
質
、

農
薬
、
食
品
添
加
物
、
化
学
物
質

を
避
け
る
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

 

②
交
感
神
経
刺
激
︵
ス
ト
レ
ス
︶

を
減
ら
す
方
法
と
し
て
、

・
質
の
良
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食
事
、
睡
眠
、
生
活
習
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の
実
践
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物
理
的
︵
温
度
・
騒
音
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み
︶
心
理
的
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安
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・

家
庭
、
職
場
、
地
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良
質
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
考

え
ら
れ
ま
す
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し
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花粉症と耳鍼治療花粉症と耳鍼治療
　耳には様々な症状に対応できる経穴（つぼ）があ

ります。

　ヒポクラテスの時代から耳への刺激が痛みの緩和

や症状の軽減に有効であるという研究はされてお

り、約 50 年前のフランスでポール・ノジェ博士に

よって体系立てられました。外耳を胎児が逆さまに

なっているように見立て、それに対応する場所が治

療点となっています。

　日本では一般的に、「耳つぼ」イコール「ダイエッ

ト」という認識が広がっていますが、耳への治療だ

けで、ぎっくり腰や内臓疾患など、全身の疾患の治

療をしている治療家もいます。

　当院でも、花粉症などのアレルギー疾患や痛みの

コントロールに活躍をしています。

　耳には様々な症状に対応できる経穴（つぼ）があ

ります。

　ヒポクラテスの時代から耳への刺激が痛みの緩和

や症状の軽減に有効であるという研究はされてお

り、約 50 年前のフランスでポール・ノジェ博士に

よって体系立てられました。外耳を胎児が逆さまに

なっているように見立て、それに対応する場所が治

療点となっています。

　日本では一般的に、「耳つぼ」イコール「ダイエッ

ト」という認識が広がっていますが、耳への治療だ

けで、ぎっくり腰や内臓疾患など、全身の疾患の治

療をしている治療家もいます。

　当院でも、花粉症などのアレルギー疾患や痛みの

コントロールに活躍をしています。

　鍼灸院の開業以来続けている石垣島、小浜島での

出張診療に行ってきました。

　今回は漁師さんのお家に泊めて頂き、夕方は久し

ぶりの漁にでかけました（昔漁師をしていたことが

あるのです）。少し荒れた海に小さな船で出て行くと

それだけでドキドキわくわく。

　今回も充実した２泊３日の出張でした。


